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平成22年度 施政方針
春日市の予算

　３月定例市議会で、井上市長が「平成22年度施政方針」を
表明しました。
　また、これを踏まえて編成した「平成22年度当初予算」も
可決・成立しました。
　本年度、井上市長がどのような方針で市政に取り組み、
その実現のため、どのような予算編成を行ったのか、皆さん
にお知らせします。

　
こ
こ
数
年
来
の
金
融
危
機
、い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
発

端
と
す
る
世
界
同
時
不
況
の
影
響
は
、我
が
国
の
経
済
に
も
今
な
お

色
濃
く
残
り
、地
方
に
お
い
て
も
、市
税
な
ど
を
中
心
と
す
る
自
主
財

源
が
減
少
す
る
な
ど
、大
変
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、本
市
で
は
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ

る
経
費
の
縮
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、基
金
の
取
り
崩
し
や
市
債
の

活
用
な
ど
に
よ
っ
て
、必
要
な
財
源
を
確
保
し
、福
祉
や
教
育
な
ど
の

環
境
整
備
、生
活
基
盤
等
公
共
事
業
に
よ
る
景
気
・
雇
用
対
策
な
ど
の

予
算
に
重
点
配
分
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
、今
後
と
も
、「
地
方
自
治
の
原
点
は
、住
民
自
治
」を
理
念
と

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
対
話
を
重
ね
、市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も

に
、行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
に

努
め
る
な
ど
、「
住
み
よ
い
春
日
市
」

の
実
現
に
向
け
、誠
心
誠
意
、取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

春
日
市
長
　
井
上
　
澄
和

平
成
22
年
度 

施
政
方
針

﹁輝きふれあい 安らぎの都市（まち）かすが﹂の実現を目指して
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市
民
活
動
の
推
進

○
市
民
生
活
に
直
結
す
る
身
近
な
存
在
で

あ
る
自
治
会
の
成
熟
し
た
自
治
組
織
の

形
成
に
向
け
、引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

○
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、市
民
公
益
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

関
係
事
業

▽
ま
ち
づ
く
り
交
付
金（
９
０
１
０
万
円
）

生
涯
学
習
の
充
実

○
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
支
援
を
継

続
し
、団
体
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

○
生
涯
学
習
活
動
の
場
と
し
て
、公
民
館

の
老
朽
施
設
の
改
善
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、学
校
開
放
推
進
運
営
委
員
会
を

活
用
し
、学
校
施
設
の
有
効
利
用
を
推

進
し
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
制
度
を
核

と
し
て
、生
涯
学
習
推
進
の
視
点
か
ら
、

学
校
、家
庭
、地
域
の
連
携・
融
合
の
あ

り
方
を
検
討
し
ま
す
。

○
市
民
の
多
様
な
学
習
意
欲
に
応
え
る
た

め
、「
ふ
れ
あ
い
文
化
サ
ー
ク
ル
事
業
」

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
読
書
活
動
の
推
進
の
た
め
、子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
読
書

活
動
を
支
え
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

○
社
会
人
を
対
象
に
し
た
読
書
講
演
会
、

図
書
館
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、「
春
日
市
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
」に
基
づ
き
、子
ど
も
た
ち
が

も
っ
と
読
書
に
親
し
め
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

関
係
事
業

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
サ
ー
ク
ル
事
業

   （
６
１
６
７
万
円
）

人
権
の
尊
重

○「
春
日
市
人
権
を
尊
ぶ
ま
ち
づ
く
り
条

例
」な
ど
に
基
づ
き
、人
権
教
育
や
啓
発

活
動
に
よ
る
市
民
の
人
権
感
覚
の
醸
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、人
権
を
尊
び
、差

別
の
な
い
心
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

関
係
事
業

▽
人
権
啓
発
事
業
費（
８
４
２
万
円
）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現　

○「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

条
例
」な
ど
に
基
づ
き
、性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、す
べ
て
の
人
が
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、自
ら
の
意
思
に
よ
り
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

関
係
事
業

▽
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
費

   （
２
６
３
万
円
）

教
育
の
充
実

○
本
年
度
、市
内
の
全
小
中
学
校
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
と
な
り
、す
べ

て
の
地
域
が
と
も
に
学
校
と
手
を
携
え

学
校
運
営
に
直
接
参
画
し
、子
ど
も
た

ち
の
育
ち
を
支
え
る
地
域
基
盤
の
形
成

が
図
ら
れ
ま
す
。

○
学
校
評
価
の
取
り
組
み
と
し
て
、教
職

員
に
よ
る「
自
己
評
価
」、保
護
者
や
学

校
運
営
協
議
会
委
員
な
ど
に
よ
る「
学

校
関
係
者
評
価
」を
推
進
し
、こ
れ
に
加

え
、モ
デ
ル
事
業
と
し
て
導
入
し
た「
第

三
者
評
価
」の
推
進
と
あ
り
方
を
検
討

し
ま
す
。

○
小
学
６
年
生
の
30
人
以
下
学
級
編
制
の

実
績
を
生
か
し
、き
め
細
か
な
指
導
体

制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、家

庭
訪
問
な
ど
に
よ
る
登
校
支
援
や
学
校

復
帰
ま
で
の
手
立
て
を
強
化
す
る
な

ど
、不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
を
進

め
ま
す
。

○
春
日
北
小
学
校
体
育
館
の
建
て
替
え
工

事
を
行
う
と
と
も
に
、６
小
中
学
校
で

耐
震
補
強
工
事
計
画
に
基
づ
く
耐
震
診

断
な
ど
の
構
造
調
査
を
実
施
し
、計
画

的
な
耐
震
化
を
着
実
に
進
め
ま
す
。ま

た
、春
日
野
中
学
校
区
の
生
徒
数
増
加

に
対
応
す
る
校
舎
増
築
工
事
を
行
う
な

ど
、教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
家
庭
教
育
力
の
充
実
を
目
的
に
、小
中

学
校
入
学
説
明
会
を
活
用
し
た「
子
育

て
講
演
会
」や「
家
庭
教
育
学
級
」、「
子

育
て
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」な

ど
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
の
教
育
力

向
上
の
た
め
、「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
づ

く
り
事
業
」の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

関
係
事
業

▽
春
日
野
中
学
校
施
設
整
備
事
業

   （
３
億
２
８
７
７
万
円
）

ひ
と
　
活
力
に
あ
ふ
れ
る

［平成22年度 施政方針］

　
平
成
22
年
度
の
重
要
施
策
を
、「
第
４
次
春
日
市
総
合
計
画
」に
掲
げ
る
基
本

方
針
の
各
項
目
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
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文
化
振
興

○
文
化
の
振
興
、育
成
、普
及
、鑑
賞
の
４

つ
の
柱
を
軸
に
、文
化
と
の
ふ
れ
あ
い

や
学
び
の
拠
点
と
し
て
、よ
り
多
く
の

市
民
に
愛
さ
れ
、親
し
ん
で
い
た
だ
け

る「
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
」を
目
指

し
、事
業
の
企
画
や
内
容
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

関
係
事
業

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事

業
費（
２
５
２
５
万
円
）

文
化
財
保
護

○「
天
神
山
水
城
跡
」の
公
有
化
を
進
め
る

な
ど
、本
市
の
貴
重
な
遺
跡
を
、市
民
の

共
通
の
財
産
と
し
て
保
存
し
継
承
し
ま

す
。

○
本
市
の
伝
統
行
事
や
伝
承
文
化
、歴
史

的
景
観
を
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
す
た
め
、「
春
日
市
文
化
財
保
存
活
用

基
本
計
画
」に
基
づ
き
、そ
の
保
護
に
努

め
ま
す
。

関
係
事
業

▽
天
神
山
水
城
跡
施
設
整
備
事
業

   （
１
億
９
７
６
８
万
円
）

ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

○
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
事
業
を
展

開
し
、ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
機
会
の
拡

充
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
の
整

備
に
努
め
ま
す
。

○
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

伴
い
、既
存
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
全
体
的

な
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

○
新
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
べ
き
施

設
整
備
を
、「
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

基
本
構
想
検
討
委
員
会
」に
お
い
て
、調

査・研
究
し
、平
成
23
年
度
の
実
施
設
計

に
向
け
た
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
野
外
活
動
場
の
廃
止
に
伴
い
、天
体
観

測
施
設「
星
の
館
」を
活
用
す
る
た
め
、

白
水
大
池
公
園
へ
移
設
し
、学
習
室
な

ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

関
係
事
業

▽
総
合
体
育
館
新
築
基
本
構
想
設
計
業
務

委
託
事
業（
１
０
０
０
万
円
）

高
齢
者
支
援

○「
春
日
市
高
齢
者
福
祉
計
画
２
０
０
９
」

に
基
づ
き
、地
域
ケ
ア
体
制
の
充
実
や

認
知
症
高
齢
者
対
策
の
推
進
、介
護
予

防
の
推
進
、高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
重
点
目
標
と
し
、地
域
社
会
を

構
成
す
る
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
深
め
ま

す
。

○「
第
４
期
春
日
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、介
護
保
険
制
度
の
適
正
な

運
営
に
努
め
ま
す
。

○
介
護
予
防
の
必
要
性
の
理
解
と
積
極
的

な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、そ
の

啓
発
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、身
体

状
況
や
生
活
自
立
度
に
合
わ
せ
利
用
で

き
る
介
護
予
防
事
業
を
目
指
し
ま
す
。

関
係
事
業

▽
保
険
給
付
費（
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
）

   （
42
億
４
４
１
２
万
）

子
育
て
支
援

○
春
日
東
保
育
所
と
春
日
原
保
育
所
を
統

合
し
、現
春
日
原
保
育
所
敷
地
内
に
規

模
を
拡
大
し
て
新
た
な
園
舎
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、平
成
23
年
度
か
ら
の
指

定
管
理
者
に
よ
る
運
営
に
つ
い
て
、そ

の
準
備
を
進
め
ま
す
。

○
新
た
に
創
設
さ
れ
る「
子
ど
も
手
当
」に

つ
い
て
、支
給
手
続
き
な
ど
、事
務
に
遺

漏
の
な
い
よ
う
速
や
か
に
進
め
ま
す
。

○
支
給
対
象
が
父
子
家
庭
に
ま
で
拡
大
さ

れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正
に
速

や
か
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
総
合
的
な
支
援
を
幅
広
く

行
い
ま
す
。

○
季
節
学
童
保
育
の
本
格
実
施
に
向
け
た

調
査
と
研
究
の
た
め
、大
規
模
校
の
３

学
童
保
育
所
に
お
い
て
試
行
し
、実
現

に
努
め
ま
す
。

○「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
春
日
市
後
期

行
動
計
画
」に
基
づ
き
、各
種
支
援
事
業

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

関
係
事
業

▽
春
日
原
保
育
所
建
替
事
業

   （
３
億
２
０
９
８
万
円
）

く
ら
し
　
互
い
に
支
え
合
う

▲芸術文化ワークショップ
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障
害
者
支
援

○「
相
談
は
す
べ
て
の
支
援
の
入
口
」で
あ

る
こ
と
か
ら
、心
に
不
安
を
抱
え
た
人

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
相
談
し
や
す
い
窓

口
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
内
の「
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
工
房
」で
実
施
し

て
い
る「
就
労
移
行
支
援
事
業
」や
、聴

覚
な
ど
に
障
害
が
あ
る
人
に
手
話
通

訳
な
ど
を
派
遣
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
事
業
」の
推
進
な
ど
、障
害

者
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

関
係
事
業

▽
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
費

   （
６
億
７
８
３
２
万
円
）

地
域
福
祉
の
推
進

○
市
の
地
域
福
祉
の
方
向
性
を
定
め
る

「
第
２
次
地
域
福
祉
計
画
」を
策
定
し
、

地
域
に
暮
ら
す
市
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。

○
体
制
強
化
の
た
め
、民
生
委
員
児
童
委

員
の
増
員
を
図
り
、活
動
が
円
滑
に
行

え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

○
家
族
の
支
援
が
期
待
で
き
な
い
一
人
暮

ら
し
世
帯
な
ど
に
対
し
、地
域
や
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
見
守
り
な
ど
を

行
う「
安
心
生
活
創
造
事
業
」を
、引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

関
係
事
業

▽
安
心
生
活
創
造
事
業
費

   （
１
９
２
９
万
円
）

生
活
困
窮
者
支
援

○
病
気
、失
業
な
ど
に
よ
り
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
人
に
対
し
て
、生
活
保
護
を

は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
適
切
に

運
用
し
支
援
す
る
と
と
も
に
、生
活
保

護
者
に
対
す
る
就
労
支
援
な
ど
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

関
係
事
業

▽
生
活
保
護
費（
18
億
７
７
７
万
円
）

健
康
づ
く
り
支
援

○
生
活
習
慣
病
予
防
と
し
て
の
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、特
定
保
健
指
導
が
必
要
な
人
へ
適

切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

○
国
の「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」に
基

づ
き
、が
ん
の
早
期
発
見
を
図
る
た
め
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
ま

す
。

○
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
を
新
た
に
開

始
し
、生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳
児
の
い

る
家
庭
の
育
児
不
安
や
悩
み
を
聞
き
、

必
要
な
情
報
と
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
な
ど
、地
域
の
中
で
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

○
国
の「
麻
し
ん
排
除
計
画
」に
基
づ
き
、

中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
を
対
象
と

し
た
麻
し
ん・
風
し
ん
予
防
接
種
の
接

種
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

関
係
事
業

▽
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

   （
３
０
７
万
円
）

環
境
と
の
共
生

○
環
境
問
題
に
対
処
し
、環
境
へ
の
負
荷

が
少
な
い
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、「
弥

生
の
里・か
す
が
環
境
プ
ラ
ン
」の
次
期

計
画
を
策
定
し
、環
境
保
全
の
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

○
可
燃
ご
み
処
理
の（
仮
称
）新
南
部
工
場

建
設
に
向
け
て
、工
場
周
辺
の「
生
活
環

境
影
響
調
査
」を
行
い
、そ
の
結
果
を
地

元
に
説
明
し
ま
す
。ま
た
、大
土
居
地
区

公
民
館
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
の
用
地
取
得
や
実
施
設
計
な
ど
、地

元
の
環
境
整
備
事
業
の
実
現
に
努
め
ま

す
。

○
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
機
能
低

下
が
見
ら
れ
る
た
め
、維
持
管
理
基
本

計
画
を
策
定
し
、計
画
的
か
つ
効
率
的

な
改
築
更
新
事
業
の
実
施
を
図
り
ま

す
。

関
係
事
業

▽（
仮
称
）大
土
居
地
区
公
民
館
建
築
事
業

   （
６
５
９
９
万
円
）

▲電気自動車

▲福祉ぱれっと館（小倉3-242-1）

［平成22年度 施政方針］
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防
犯
防
災
体
制
の
充
実

○
防
犯
対
策
と
し
て
、「
職
員
の
青
パ
ト
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
継
続
し
て

実
施
し
、各
地
域
で
の「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
」、「
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
」、ま
た
、

「
防
犯
教
室
」な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援

し
、市
民
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
ま
す
。

○「
筑
紫
地
区
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
」と
の
連
携
を
強
化
し
、各
種

の
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
民
や
関
係
機
関
と
の
連
携・
協
力
に

よ
る
暴
力
追
放
啓
発
活
動
に
努
め
ま

す
。ま
た
、筑
紫
地
区
４
市
１
町
の
共
同

の
取
り
組
み
と
し
て
、暴
力
団
排
除
条

例
を
制
定
し
、暴
力
追
放
の
機
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

○
筑
紫
野
警
察
署
の
分
轄
署
建
設
に
つ
い

て
、県
は
本
年
度
予
算
に
調
査
費
を
措

置
し
、実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
、こ
の
早
期

実
現
に
向
け
て
、引
き
続
き
要
望
し
ま

す
。

○
市
職
員
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、図
上
訓
練
を
計
画
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、市
民
や
関
係
機
関
と

の
連
携
と
協
力
体
制
を
強
化
し
、自
主

防
災
組
織
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、市

民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

○
近
年
の
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
対
策
と

し
て
、雨
水
計
画
を
見
直
し
、雨
水
排
水

施
設
の
改
築
や
雨
水
流
出
抑
制
を
目
的

と
し
た
貯
留
施
設
の
整
備
を
検
討
し
ま

す
。

関
係
事
業

▽
防
犯・暴
追
推
進
費（
４
３
０
万
円
）

市
街
地
整
備

○
県
事
業「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立

体
交
差
事
業
」の
早
期
完
成
を
目
指
し
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、こ
の
事
業
と
並
行
し
て
進
め
て
い

る
市
事
業「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
事
業
」に
つ
い
て
は
、春
日
原
東

町
地
区
で
駅
前
広
場
の
用
地
買
収
を
進

め
る
と
と
も
に
、春
日
原
北
町
地
区
に

お
い
て
は
、再
開
発
整
備
事
業
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

○
地
籍
の
混
乱
を
解
消
す
る
た
め
、春
日

原
東
町
１
丁
目
か
ら
４
丁
目
地
区
に
お

い
て
、土
地
の
調
査
、測
量
を
行
い
、面

積
や
境
界
を
明
確
に
し
て
、登
記
簿
お

よ
び
地
籍
図
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
市
営
住
宅
の
老
朽
化
に
伴
い
、市
営
住

宅
建
替
整
備
計
画
の
具
体
的
な
基
本
方

針
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

関
係
事
業

▽
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差

（
春
日
原
駅
）事
業（
４
９
８
６
万
円
）

交
通
体
系
の
整
備

○
幹
線
道
路
の
大
土
居
下
の
原
線
事
業

は
、本
年
度
末
に
整
備
完
了
す
る
予
定

で
す
。ま
た
、小
倉
紅
葉
ヶ
丘
線
事
業

は
、引
き
続
き
地
権
者
の
協
力
を
得
な

が
ら
用
地
取
得
を
進
め
、早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

○
県
道
那
珂
川
宇
美
線
の
下
白
水
工
区
お

よ
び
小
倉
工
区
の
早
期
完
了
に
向
け
県

と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、福

岡
筑
紫
野
線
の
整
備
促
進
を
県
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

○
一
般
市
道
の
快
適
な
交
通
環
境
の
形
成

を
図
り
、地
域
交
通
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、舗
装
工
事
、改
良
工
事
を
計
画

的
に
進
め
ま
す
。

○
道
路
の
雨
水
排
水
能
力
向
上
、ま
た
、歩

行
者
や
自
転
車
に
と
っ
て
の
安
全
な
通

行
の
確
保
に
向
け
て
、側
溝
布
設
工
事
、

側
溝
蓋
設
置
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、

歩
道
の
補
修
工
事
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

○
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、信
号
機
の
設

置
を
引
き
続
き
要
望
す
る
と
と
も
に
、

交
通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

○
天
田
踏
切
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
し
、早
期
の
事
業
化

を
図
り
ま
す
。

関
係
事
業

▽
天
田
交
差
点（
Ｊ
Ｒ
踏
切
）改
良
事
業

   （
８
７
７
万
円
）

ま
ち
　
快
適
で
や
さ
し
い

▲コミュニティバス「やよい」
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憩
い
の
空
間
整
備

○
特
別
緑
地
保
全
地
区
の
維
持
保
全
に
努

め
る
と
と
も
に
、松
く
い
虫
被
害
拡
大

防
止
に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

○
各
地
区
の
公
園
の
遊
具・
施
設
の
安
全

な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、利

用
者
の
モ
ラ
ル
向
上
の
た
め
の
啓
発
を

行
い
、自
主
管
理
公
園
を
推
進
し
、公
園

愛
護
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

関
係
事
業

▽
公
園
管
理
費（
４
８
４
７
万
円
）

商
工
業
振
興・農
業
支
援

○
春
日
市
商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
に
つ
い
て
、割
増
金
の

市
の
助
成
額
を
前
年
度
比
の
３
倍
に
増

額
し
、地
域
内
で
の
消
費
拡
大
と
景
気

浮
揚
を
図
り
、商
工
業
の
発
展
を
支
援

し
ま
す
。

○
農
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
、国
の
農
業

政
策
の
変
革
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、適
切
に
進
め
ま
す
。

○
市
役
所
２
階
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

「
春
日
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」に
昇
格

さ
せ
、開
設
日
を
拡
充
し
て
週
４
日
の

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、消
費
者
の
啓
発

活
動
や
教
育
活
動
に
も
取
り
組
む
な

ど
、体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

関
係
事
業

▽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業

   （
３
９
５
万
円
）

　
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、自
己
決
定
、

自
己
責
任
の
下
で
、地
域
を
経
営
す
る
と

い
う
視
点
か
ら
、協
働
、経
営
、広
域
を
基

本
と
し
た
行
政
運
営
を
よ
り
一
層
進
め
ま

す
。

協
働

○
市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
は

情
報
の
共
有
が
不
可
欠
で
あ
り
、市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、意
見
を
交

換
で
き
る
場
と
し
て
、「
出
前
ト
ー
ク
」、

「
か
す
が
市
民
懇
話
会
」、「
職
員
出
前
講

座
」を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

関
係
事
業

▽
市
政
広
報
費（
１
６
８
７
万
円
）

経
営

○「
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
と
と

も
に
実
現
す
る
こ
と
」を
目
指
し
て
、

「
財
政
の
健
全
化
」、「
市
民
が
主
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
組
織

体
制
の
効
率
化
」な
ど
の
行
政
改
革
を
、

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
経
費
節

減
を
図
る
た
め
、平
成
23
年
１
月
か
ら

の
半
年
間
、市
民
課
窓
口
業
務
の
民
間

委
託
を
試
行
し
ま
す
。

関
係
事
業

▽
市
民
課
窓
口
受
付
業
務
委
託
事
業

   （
２
５
２
万
円
）

広
域

○
現
在
、消
防
、上
水
道
、ご
み
処
理
、火
葬

な
ど
の
事
業
を
一
部
事
務
組
合
で
効
率

的
に
処
理
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、高
度

化
、多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す

る
た
め
に
、近
隣
市
町
と
の
さ
ら
な
る

連
携
を
図
り
ま
す
。

関
係
事
業

▽
筑
慈
苑
施
設
組
合
負
担
金

   （
６
７
２
４
万
円
）

計
画
の
実
現
に
向
け
て

▲出前トーク「市長と語る」

　平成22年度施政方針についての詳しい内容
は、市役所２階情報公開コーナーで閲覧するこ
とができます。
　また、市ホームページにも掲載しています。

問い合わせ先
行政管理課行政管理担当
（584）1111　 （584）1145

［平成22年度 施政方針］
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平成22年度 春日市の予算

　平成22年度の春日市の予算が、3月25日の市議会で可決されました。
　一般会計の予算は、景気の低迷により市税などを中心とする自主財源の減少が見込ま
れる中、事務事業の見直しによる歳出の縮減を行い、歳入については、国の地方財政対策
として増額が見込まれる地方交付税を織り込み、基金の取り崩しや市債の活用などによ
り必要な財源を確保しました。これにより、福祉や教育などの環境整備、生活基盤等公共
事業による景気対策や雇用対策などに配慮し、予算の重点配分を行い、前年度の当初予算
に比べ約18億4000万円（7.1％）増額の積極予算となりました。
　特別会計については、前年度当初予算に比べ総額は約7000万円の増額となりました。
これは、高齢化の進展などに伴い国民健康保険事業、後期高齢者医療事業および介護保険
事業などに要する費用が増えたためです。
　本年度も限られた財源を有効に活用し、未来につながる施策を着実に実施します。

会計別内訳
予算額 対前年度

平成22年度 平成21年度 増減額 増減率
一般会計 276億3180万円 257億9120万円 18億4060万円 7.1％

国民健康保険事業特別会計 95億8192万円 94億8703万円 9489万円 1.0％
老人保健医療事業特別会計 1028万円 1507万円 ▲479万円 ▲31.8％
後期高齢者医療事業特別会計 10億1973万円 9億2591万円 9382万円 10.1％
介護保険事業特別会計 45億2706万円 42億7013万円 2億5693万円 6.0％
筑紫地区介護認定審査会事業特別会計 8074万円 7180万円 894万円 12.4％
土地取得事業特別会計※1 （廃止） 2億866万円 ▲2億866万円 皆減

下水道事業会計（企業会計）
収入 30億255万円 31億8215万円 ▲1億7960万円 ▲5.6％
支出 35億9497万円 37億6592万円 ▲1億7095万円 ▲4.5％

特別会計合計※2 188億1470万円 187億4452万円 7018万円 0.4％
全会計合計 464億4650万円 445億3572万円 19億1078万円 4.3％

〜重点配分による積極予算〜

※1　土地取得事業特別会計は、今後の活用が見込まれないため廃止しました。
※2　特別会計合計、全会計合計では、下水道事業会計の支出額を計上しています。　

予算総額　
464億4650万円

一般会計　276億3180万円
特別会計　188億1470万円

問い合わせ先　財政課財政担当
（584）1111 （584）1145
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［平成22年度 春日市の予算］

0 50 100 150 200 250

平成21年度

平成22年度

使用料・
分担金など

諸収入

市税 国県支出金 地方交付税 市債

地方譲与税など
自主財源 依存財源

（億円）

増えた主な財源※（　）内は増加額

◆地方交付税（3億2954万円）　◆国県支出金（18億1096万円）　◆臨時財政対策債（3億9550万円）　など

減った主な財源※（　）内は減少額

◆市税 （7561万円）　◆ 利子割交付金（5505万円）　◆ 地方消費税交付金（4044万円）　など

一般会計　歳入

収入区分 平成22年度 平成21年度 増減額

自
主
財
源
　
50.7
％

市税
個人市民税や法人市民税、固定資産税など

116億3604万円
（42.1%）

117億1165万円
（45.4%） ▲7561万円

使用料・分担金など
市営住宅の家賃や公共施設の使用料、保育料など

16億5493万円
（5.9%）

21億2852万円
（8.2%） ▲4億7359万円

諸収入
県受託事業費や各種教室受講料など

7億3923万円
（2.7%）

7億1515万円
（2.8%） 2407万円

依
存
財
源
　
49.3
％

国県支出金
特定の事業のために国や県から交付されるお金

59億6586万円
（21.6%）

41億5490万円
（16.1%） 18億1096万円

地方交付税
どの自治体でも必要最小限の行政サービスが受けられるよ
うに国から交付されるお金

39億6225万円
（14.3%）

36億3271万円
（14.1%） 3億2954万円

市債
学校や道路などをつくるために、銀行などから借り入れる
お金

23億5980万円
（8.6%）

19億5970万円
（7.6%） 4億10万円

地方譲与税など
国や県が集めた税金の一部を市に配分するもの

13億1369万円
（4.8%）

14億8857万円
（5.8%） ▲1億7488万円

合計 276億3180万円
（100.0%）

257億9120万円
（100.0%） 18億4060万円

（　）内は構成割合

　一般会計当初予算の歳入は、極めて厳しい現在の経済情勢の中、地方の安定的な財政運営
のための国の地方財政対策により歳入が増加しました。
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一般会計　歳出
　一般会計当初予算の歳出は、景気低迷が続く中、市民生活の安定のために扶助費や物件費が、景
気対策、雇用対策のために普通建設事業費などが増加しました。人件費は退職手当や国勢調査、参
議院議員選挙に伴い増加しました。公債費は着実な返済により元利償還金は減少しています。

性質別

目的別

0 50 100 150 200 250

平成21年度

平成22年度

億円

公債費
33億2291万円

扶助費　　
71億2619万円
（25.8%）

人件費　　
43億5213万円
（15.7%） （12.0%）

普通建設事業費など
21億4358万円

（7.8%）

補助費など　
46億2367万円
（16.7%）

物件費
32億319万円
（11.6%）

その他　　
28億6012万円
（10.4%）

55億6433万円
（21.6%）

43億35万円
（16.7%）

36億3149万円
（14.1%）

15億8414万円
（6.1%）

46億4824万円
（18.0%）

29億6666万円
（11.5%）

30億9599万円
（12.0%）

義務的経費 その他経費投資的
経費

0 50 100 150 200 250

平成21年度

平成22年度

億円

民生費　　
117億5578万円
（42.5%）

教育費 　
37億2104万円
（13.5%）

公債費　
33億2145万円
（12.0%）

96億9781万円
（37.6%）

33億1347万円
（12.8%）

24億2169万円
（9.4%）

総務費 
26億5918万円
（9.6%）

衛生費
26億2262万円
（9.5%）

　土木費 　
19億341万円
（6.9%）

　その他 　
16億4832万円
（6.0%）

36億3151万円
（14.1%）

29億768万円
（11.3%）

21億9172万円
  （8.5%）

16億2732万円
  （6.3%）
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［平成22年度 春日市の予算］

市の貯金

　財政状況に応じて適正に基金を活用し、また自主財源の確保や事務事業の
一層の見直しも行いながら、今後も健全な財政運営に努めます。

　市の貯金（基金）には、特定の目的のために資金を積み立てているもの（例：連続立体交差事業など整
備基金）や大幅な減収や災害など予期しない支出に備え積み立てているもの（例：財政調整基金）があり
ます。
　22年度は支出の増加に対応して基金の一部を取り崩すこととしています。
　貯金である基金は、厳しい財政状況を反映して、ここ数年取り崩しが続いています。
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年度

73
70
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億円
　基金全体
●うち財政調整基金

市の借金
　市の借金（市債）残高は、新たな借り入れを極力抑えてきたため、年々緩やかに減少していますが、そ
の一方で、国の地方交付税の財源不足を補うための市債（臨時財政対策債）の残高は増加しています。
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■基金残高の推移

■新規借入額の推移 ■市債残高の推移

市の貯金と借金
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私たちのまちの
民生委員・児童委員

　私たちのまちには、地域住民の相談相手に
なるなど、地域福祉の推進のために活動して
いる「民生委員・児童委員」と、主に児童福祉を
推進するために活動している「主任児童委員」
がいます。
　福祉に関する悩みがある人は、ぜひ相談し
てください。秘密は厳守されます。

①社会調査　日ごろから住民の生
活実態や福祉需要を把握する

②相談　地域住民が抱える問題
に、親身になって相談に応じる

③情報提供　社会福祉の制度や
サービスの情報を、住民に的確
に提供する

④連絡通報　住民が必要とする福
祉サービスが受けられるよう、
関係行政機関に連絡し、適切な
対応を促すためのパイプ役とな
るよう努める

⑤調整　住民への適切なサービス
提供を支援する

⑥生活支援　住民の求める生活支
援活動を行い、体制をつくる

⑦意見具申　問題点や改善策を取
りまとめ、必要に応じて「民生委
員・児童委員協議会」を通して関
係機関に意見を提出する

民生委員・児童委員の役割

友愛訪問活動を行います
　民生委員・児童委員の活動をもっと知ってもらうために、5月12日
㈬から31日㈪まで、高齢者宅などへの訪問やPR活動を行います。

問い合わせ先　
福祉計画課 地域福祉担当
（584）1111　 （584）3090

地区 氏名 電話番号 地区 氏名 電話番号 地区 氏名 電話番号

東
地
区

春日 池
いけうち

内光
み つ こ

子 （591）7775

 

西
地
区

上白水 讃
さ ぬ い

井マスミ （501）5998

南
地
区

紅葉ヶ丘
髙
た か き

木廣
ひ ろ こ

子 （573）8490

西
にしむら

村　豊
ゆたか （581）6883

白水ヶ丘 川
かわばた

畑純
す み こ

子 （571）1669 石
いしうち

内千
ち え こ

惠子 （501）5312

塚原台 松
ま つ お

尾久
ひ さ え

江 （596）7575 松
まつざき

𥔎英
ひ で と

人 （585）4754 西
にしはら

原京
きょうこ

子 （501）8325

加
か く

来悦
え つ こ

子 （595）1066
小倉

小
お は る だ

原田八
や ち こ

千子（571）1866 大和町 村
む ら せ

瀨英
ひ で お

雄 （572）5353

春日公園 鈴
す ず き

木加
か よ こ

代子 （582）0073 鬼
おにづか

弘
ひ ろ こ

子 （592）7159
若葉台東 瀬

せ わ き
脇順

じゅんこ
子 （571）7525

福
ふくもと

本健
けんいちろう

一郎 （575）0457 山
や ま だ

田武
たけはる

春 （571）0275 島
しま

　芙
ふ み こ

美子 （581）8948

春日原

鏡
かがみ

　節
せ つ こ

子 （571）7529
下白水北

石
いしばし

橋壯
そ う じ

児 （582）7915 
若葉台西 江

えがしら
頭園

そ の こ
子 （572）0078

玉
た ま え

江禎
よしあき

彬 （571）1110 門
か ど た

田昌
ま さ こ

子 （582）7309 つかもと
本禎

さだよし （572）8072

梅
うめざき

𥔎嘉
よ し こ

子 （572）1834 吉
よ し だ

田章
しょうこ

子 （593）6329 主任児童委員 市
い ち き

耒睦
む つ こ

子 （573）6132

松
まつなが

永惠
け い こ

子 （573）6268
下白水南 堀

ほり
　雅

の り こ
子 （585）9557

北
地
区

岡本 太
お お た

田ヒサ子
こ （591）6403

春日原南 原
はらぐち

口泰
やすたか

隆 （581）0624 野
の な か

中治
は る よ

代 （571）1073 平
ひ ら の

野玲
れ い こ

子 （582）3337

坂
さ か い

井満
ま り こ

里子 （585）2332
昇町

田
た き た

北　勇
いさむ （582）1367

桜ヶ丘
長
ながさわ

澤元
も と こ

子 （573）4843

惣利 泉
いずみ

　保
やすみち

道 （596）3274 髙
た か た

田久
ひ さ こ

子 （581）5884 武
たけすえ

末由
ゆ き こ

子 （591）7991

野
の ぐ ち

口京
きょうこ

子 （596）8253 山
やまうち

内耕
こうぞう

蔵 （572）8731 松
ま つ だ

田幹
み き お

夫 （585）2016

千歳町
中
なかむら

村邦
く に こ

子 （582）7528 大土居 池
い け べ

部晴
は る こ

子 （571）1631

須玖南

緒
お が た

方民
た み こ

子 （573）8948

中
なかむら

村テル子
こ （572）1070 主任児童委員 木

きのした
下優

ゆ う こ
子 （585）3955 財

ざ い つ
津一

かずゆき
征 （585）5477

永
ながおさ

翁禧
き よ こ

代子 （582）7502

南
地
区

小倉東 渡
わたなべ

邉幸
さ ち こ

子 （573）0132 村
む ら た

田京
きょうこ

子 （582）2946

光町 中
なかしま

島一
か ず こ

子 （575）1005
白水池 髙

たかやま
山　質

ただし （571）5264 原
はら

　英
ひであき

昭 （593）8505

田
た な か

中節
せ つ こ

子 （591）6329 矢
や の

野佳
か よ こ

代子 （571）3621

須玖北

永
ながくま

隈幸
ゆきあき

明 （574）8224

平田台 中
な か の

野正
まさつね

常 （595）0603
宝町 冨

とみなが
永麗

れ い こ
子 （592）5191 德

とくなが
永朝

あ さ き
喜 （571）0556

長
ちょう

　知
ち か こ

加子 （596）5520 田
た し ろ

代　
しとみ

 （573）7774 木
き の う え

ノ上サチ子
こ （573）3530

主任児童委員 岩
いわたに

谷美
み つ き

月 （595）2254
ちくし台

米
よねかわ

川節
せ つ こ

子 （501）3105 小
お だ

田イツ子
こ （591）0696

西
地
区

泉 宇
う の

野五
い そ こ

十子 （581）3371 冨
と み た

田裕
ひ ろ こ

子 （572）3289
日の出町 三

み う ら
浦靖

やすたか
隆 （591）3670

吉
よ し だ

田美
み よ こ

代子 （585）9022 天
あ ま の

野　昭
あきら （571）0360 縄

な わ た
田美

み ち こ
千子 （572）5496

大谷
江
え ざ き

𥔎洋
よ う こ

子 （571）1501
天神山 関

せ き と
戸　潔

きよし （581）9559 サン・ビオ 下
しもはら

原壽
す み え

惠　 （592）5547

永
な が の

野澄
す み こ

子 （571）7090 中
なかしま

島　覺
さとる （581）1831

弥生
合
ごうはら

原ヨリ子
こ （501）1258

𠮷
よ し だ

田和
か ず こ

子 （571）6163
松ヶ丘 木

き は ら
原慶

けいぞう
三 （595）2071 石

い し い
井正

まさゆき
幸 （582）1765

上白水 河
かわなべ

鍋
たつのり （501）4947 澤

さわむら
村暉

あ き こ
子 （595）0961 川

かわさき
﨑節

せ つ こ
子　 （585）8167

小
こ ざ き

𥔎英
え い こ

子 （575）3740 紅葉ヶ丘 中
なかむら

村征
い く お

雄 （592）2670 主任児童委員 田
た な か

中美
よ し こ

子 （581）2963

■市内の民生委員・児童委員、主任児童委員（平成22年4月1日現在、敬称略）
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後期高齢者医療制度

平成22・23年度の保険料をお知らせします
　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年に1度
改正することとされており、制度開始以来、初めて
保険料率が改正されました。

平成22・23年度 平成20・21年度 増額
均等割額（年額） 5万2213円 5万935円 1278円増

所得割率 9.87% 9.24% 0.63ポイント増

　保険料は被保険者ごとに計算され、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、被保険者の総所得金額
等（※）に応じて負担する「所得割額」との合計額で決まります。

保険料額（年額）
 均等割額
5万2213円

　　　　　　　　所得割額
［総所得金額等ｰ 33万円］×9.87%（所得割率）＝ ＋

※　「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収入−公的年金等控除」、「給与収入−給与所得控除」、「事業収入−必要経費」などの合計額で、各種
所得控除前の金額です。

　世帯（※注1）の所得の状況などに応じて、保険料の軽減措置があります。

■均等割額の軽減
均等割額
軽減割合

軽減後の
均等割額（年額） 同一世帯内の被保険者および世帯主の軽減対象所得金額（※注3）の合計額

9割軽減 5221円 【33万円（基礎控除額）】以下で、かつ【被保険者全員が年金収入80万円以下で、
その他の所得がないこと】

8.5割軽減（※注2） 7831円 【33万円（基礎控除額）】以下

5割軽減 2万6106円 【33万円（基礎控除額）＋24万5000円×被保険者（世帯主を除く）の数】以下

2割軽減 4万1770円 【33万円（基礎控除額）＋35万円×被保険者の数】以下

※注１　「世帯」とは、4月1日時点（年度途中で75歳になる人、県外から転入した人などはその時点）の世帯が基準となります。
※注２　原則は「７割軽減」ですが、平成22年度も特別措置により「8.5割軽減」に拡充されます。
※注３　「軽減対象所得金額」とは、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、「公的年金等収入ｰ公的年金等控除ｰ 15万円」

となるなど、例外があります。

■所得割の軽減

5割軽減 総所得金額等から基礎控除額（33万円）を引いた額が58万円以下の人（公的年金収入のみの場
合、211万円以下の人）

■後期高齢者医療制度に加入する前日までに、被用者保険（国民健康保険・国民健康保険組合は不該当）の被扶養者
であった人の保険料は、特例として均等割額が９割軽減され、所得割額はかかりません。

問い合わせ先
福岡県後期高齢者医療広域連合
（651）3111　 （651）3901

　保険料の詳細は、7月に送付予定の「平成22年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」
に記載しますので、確認してください。

▶平成22・23年度の均等割額と所得割率

▶保険料額の算出方法

▶平成22年度の保険料軽減措置

※　賦課限度額（年額50万円）の変更はありません。



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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市
内
の
自
宅
・
事
業
所
内
の
樹
木

を
自
ら
せ
ん
定
し
て
出
た
枝

葉
は
、「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」で
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

集
め
た
枝
葉
は
、チ
ッ
プ
化
し
、ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
の
基
材
や
畑
の

マ
ル
チ
ン
グ
材
と
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル

受
付
セ
ン
タ
ー
に
て
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

出
せ
る
も
の　

せ
ん
定
し
て
出
た
枝

（
長
さ
90
㎝
・
直
径
15
㎝
以
内
）

と
葉

※　

草
や
竹
、枯
木
、枯
葉
は「
燃
え
る

ご
み
」で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
己
搬
入
す
る
場
合

リ
サ
イ
ク
ル
受
付
セ
ン
タ
ー
に
直

接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。予
約
は

不
要
で
、指
定
の
袋
・
バ
ン
ド
も
い
り

ま
せ
ん
。

搬
入
場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
白
水
ヶ

丘
１
ー
53
）

搬
入
日
時　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

処
理
料　

10
㎏
当
た
り
１
１
０
円

（
税
込
）

※　

長
さ
90
㎝
・
直
径
15
㎝
を
超
え

る
枝
に
つ
い
て
は
、同
セ
ン
タ
ー

（
（
５
９
２
）２
５
０
２
）に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
収
集
依
頼
す
る
場
合

地
区
の
担
当
収
集
業
者
に
電
話
で

予
約
し
、指
定
袋
か
指
定
バ
ン
ド
を

使
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格（
税
込
）

　

▽
指
定
袋　

３
枚
３
３
０
円

　

▽
指
定
バ
ン
ド　

３
本
３
３
０
円

販
売
場
所　

各
地
区
公
民
館
、ナ
フ

コ
春
日
店
、グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
春
日
店

予
約
日
時　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

予
約
先（
各
地
区
の
担
当
収
集
業
者
）

　

▽
共
栄
資
源
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　

（
５
９
２
）２
５
０
２

　

▽
ク
リ
ー
ン
春
日

　
　

（
５
８
２
）１
０
１
８

　

▽
春
日
総
業

　
　

（
５
９
２
）２
６
３
５

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
「緑のリサイクル」で出しましょう

自分でせん定した枝葉は

ごみ減量推進課　 （584）1111 （584）1147

白水小学校
ウトグチ瓦窯展示館

福田造園

共栄資源管理センター

白水ヶ丘

白
水
池

白水大池公園西

上白水池の下

Mr.Max

リサイクル受付センター
（共栄資源管理センター）

子
ど
も
が
ラ
イ
タ
ー
を
使
用
し
、火

災
に
な
る
事
件
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

国
の
調
査
に
よ
る
と
、子
ど
も
の
火
遊

び
に
よ
る
火
災
の
う
ち
、ラ
イ
タ
ー
が
原

因
で
あ
る
も
の
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。ま
た
、５
歳
未
満
の
死
傷
者
発
生
率

が
高
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
い
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
は
、次
の

こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
ラ
イ

タ
ー
を
置
か
な
い
。

▽
子
ど
も
に
ラ
イ
タ
ー
を
触
ら
せ
な
い
。

▽
子
ど
も
が
ラ
イ
タ
ー
で
火
遊
び
し
て
い

る
の
を
見
か
け
た
ら
、す
ぐ
に
や
め
さ

せ
る
。

▽
理
解
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
、子
ど

も
に
火
の
怖
さ
を
教
え
る
。

子どものライター使用にご注意を
火災になる事件が続いています

道路防災課 消防防災担当　 （584）1111 （584）1143

こどもの日
温水プールを無料開放します
対象　3歳〜中学生
※　小学2年生以下の子どもは、子ども1人
につき保護者１人の同伴入水が必要（保
護者は有料）です。

日時　5月5日㈬
午前9時〜午後9時30分

※　利用時間は1人2時間以内です。２時間
を超える場合は超過料金が必要です。

場所・問い合わせ先　市民スポーツセン
ター温水プール（大谷６-28）
（915）3500　 （915）1005
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市
民
で
構
成
す
る「
春
日
市
男
女
共
同
参

画
地
域
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会
」は
、

春
日
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た

め
、市
と
協
働
で「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
地
域

づ
く
り
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
企
画
・
運
営
を
す
る
実
行
委
員
と
、実

施
を
担
当
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

事
業
内
容

▽
地
区
で
の
啓
発
活
動

平
成
21
年
度
は
、市
内
９
地
区
公
民
館
で

次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
男
女
共
同
参
画
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル「
一ち
ょ
っ
と寸

ち
ゃ
ん
が
ゆ
く
」

▼
男
の
料
理
教
室

▼
親
子
料
理
教
室

▼
男
女
共
同
参
画
朗
読
劇

▽
10
月
に
開
催
す
る「
か
す
が
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」

募
集
人
員

▽
実
行
委
員　

15
人
以
内

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ　

制
限
な
し

申
込
方
法　

５
月
20
日
㈭
ま
で
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
伝
え
る

応
募
先　
人
権
男
女
共
同
参
画
課

実行委員・スタッフ募集
春日市男女共同参画地域づくり事業実行委員会

人権男女共同参画課　 （584）1111 （584）1153

一緒に活動しませんか
女性団員も募集中！

　消防団は男性の仕事と思ってい
ませんか。応急手当の指導や高齢者
宅への防火訪問、さまざまな広報活
動への参加など、女性消防団員の活
動範囲は幅広く、全国的に団員数は
年々増加しています。
　地域の「チカラ」になりたいと思っ
たら、まずは問い合わせてください。
　消防団は、あなたの応募を待って
います。

消
防
団
と
は
、市
内
に「
住
ん
で
い
る
」、「
働

い
て
い
る
」人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
市

の
消
防
組
織
で
す
。

　

一
人
一
人
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
り
た

い
」と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

消
火
活
動
や
救
助
活
動
だ
け
で
な
く
、火
災
予

防
の
た
め
の
住
宅
防
火
訪
問
、応
急
手
当
の
知
識

や
技
術
の
普
及
活
動
な
ど
、誰
に
で
も
で
き
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
た
め
に
、市
は
、皆
さ
ん

の「
チ
カ
ラ
」を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
、18
歳
以

上
の
健
康
な
人（
性
別
不
問
）

業
務
内
容　

▽
災
害
時
出
動（
火
災
、風
水
害
な
ど
）

▽
各
種
消
防
・
防
災
訓
練
へ
の
参
加

▽
出で
ぞ
め初
式
な
ど
の
消
防
行
事
へ
の
参
加

▽
火
災
予
防
な
ど
の
広
報
活
動

処
遇

▽
報
酬
・
出
動
手
当　

条
例
に
基
づ
く
額
を
支
給

▽
制
服　

一
式
貸
与

▽
公
務
災
害
補
償　

活
動
中
な
ど
に
負
傷
し
た
場

合
の
補
償
制
度
有
り

▽
退
職
報
償
金　

一
定
期
間
以
上
勤
務
し
、退
団

し
た
際
に
支
給

▽
表
彰　

活
動
に
当
た
り
、功
績
が
あ
っ
た
場
合

に
表
彰

募
集
人
員　
15
人
程
度

※　

定
数
に
達
し
し
だ
い
、募
集
を
締
め
切
り
ま

す
。

申
込
方
法　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
窓
口
で
入
団
の
意
思
を
伝
え
る

申
込
先　

道
路
防
災
課 

消
防
防
災
担
当（
市
役
所

３
階
）

douro@
city.kasuga.fukuoka.jp

春日市消防団員を募集します
自分たちのまちを自分たちで守る

道路防災課 消防防災担当　 （584）1111 （584）1143
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職
員
出
前
講
座「
あ
す
か
市

民
塾
」は
、市
が
準
備
し
た

講
座
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、市
民
の
皆

さ
ん
の
希
望
に
応
じ
て
、市
政
の

説
明
や
専
門
的
な
話
、情
報
な
ど

を
お
届
け
す
る
制
度
で
す
。

　

講
師
は
市
職
員
、講
師
料
は
無

料
で
す
。

利
用
可
能
者　

市
内
に
居
住
、勤

務
す
る
人
で
構
成
す
る
10

人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

利
用
可
能
日
時　
午
前
10
時
〜
午

後
９
時
の
う
ち
90
分
以
内

※　

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
問
い
ま

せ
ん
が
、業
務
の
都
合
な
ど
に

よ
り
、希
望
日
時
に
派
遣
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

利
用
可
能
場
所　
市
内

※　

会
場
の
手
配
や
準
備
に
つ

い
て
は
、す
べ
て
主
催
者
側
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
設
講
座　
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法　
希
望
日
の
１
週
間
前

（
★
に
つ
い
て
は
１
カ
月

前
）ま
で
に
、地
域
づ
く
り

課（
市
役
所
４
階
）に
あ
る

専
用
の
申
込
書
で
申
し
込

む

※　

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
平成22年度職員出前講座「あすか市民塾」

市職員が講師として出向きます

地域づくり課 地域づくり担当　 （584）1111 （584）1153

行財政・計画 連続立体交差及びそれに伴うまちづくりについて
これからの春日（総合計画の概要） 下水道あなたとまちをむすぶみち
春日市の行政改革 議会・選挙
市民意識調査から見えること 市議会のしくみ（議会棟において）
地方自治のしくみ 選挙制度のあらまし
｢ 協働 ｣ による市政運営（出前トーク・かすが市民懇話会） 教育・学校
春日の家計を知ろう！ 学校施設整備計画とは？
安心な暮らし 特別支援教室とは？
春日市の水事情 ハロー ! イングリッシュ！！（学校での外国語教育）
悪徳商法の被害にあわないために 「総合的な学習」ってな〜に ?
自ら守る！！高齢者の消費者トラブル回避術 地域の知恵袋（ゲストティーチャー制度）
高齢者を消費者トラブルから守るには ? 確かな学力のために…
防犯講座 コミュニティスクールとは ?
戸籍のしくみ 春日市における学校教育の現状とその方向
身近な税のおはなし 市民活動・人権・男女共同参画
防災について やさしい広報紙づくり
国民保護について よくわかる情報公開講座
学ぼう、交通安全 これからの自治会運営
防ごう、高齢者事故 男女共同参画社会とは
環境・緑 身近な人権問題
地球温暖化の話 暮らしの中の人権
学ぼう、正しいごみの出し方 生涯学習
古紙分別で燃えるごみの削減を 元気ハツラツ子ども会活動
3R（リデュース・リユース・リサイクル）でごみの削減を 春日市の文化財
ゴミ処理場（南部工場・リサイクルプラザ）を見学しよう 春日市の遺跡と出土品
健康・福祉 奴国の王都を掘る
障害者支援について 市内の前方後円墳
高齢者支援について 水城跡とウトグチ瓦窯跡
介護保険制度について 春日市の民俗と祭り
生活習慣病の予防（メタボリックシンドロームについて） ★ ニュースポーツ出前講座
乳幼児期の健康 ★ 子どもの本の楽しみ方
高齢者の介護予防について ★ 図書館のしくみ（本の選書から提供まで）
街の整備 本の探し方
地区街づくり活動の推進
春日市の都市計画
白水大池公園いまむかし
都市計画道路の役割

※内容について、詳しくは問い合わせてください。
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高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
が
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、市
は
介
護
予
防

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、事
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
な
が
ら
、自
分
自
身
も
介
護
予
防
の
具
体
的
な

方
法
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。会
員
に

な
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
事
業・内
容・活
動
曜
日

▽
転
ば
ん
塾（
虚
弱
傾
向
に
あ
る
人
の
た
め
の
運

動
教
室
）　

　

毎
週
火
曜
日

▽
お
た
っ
し
ゃ
塾（
虚
弱
傾
向
に
あ
る
人
の
た
め

の
運
動
教
室
）

　

毎
週
木
曜
日

▽
お
ひ
さ
ま
生
き
が
い
ク
ラ
ブ（
う
つ
・
認
知
症
・

閉
じ
こ
も
り
傾
向
に
あ
る
人
の
た
め
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
脳
の
活
性
化
教
室
）

毎
週
金
曜
日

活
動
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

活
動
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

活
動
内
容　
教
室
生
の
誘
導
・
運
動
補
助
、教
室
生

の
話
し
相
手
な
ど

※　

そ
の
ほ
か
、福
祉
施
設
見
学
な
ど
の
研
修
や

会
員
同
士
の
交
流
事
業
が
、年
に
数
回
あ
り
ま

す
。

　
　

な
お
、事
業
や
活
動
日
な
ど
は
、希
望
に
合
わ

せ
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
先　
健
康
課
介
護
予
防
担
当

介護予防ボランティアの会
会員を募集します

健康課 介護予防担当　 （501）1134 （501）0051

　国勢調査は、日本に住むすべての人を対象にして、全国一
斉に行われる唯一の調査です。そのため、国勢調査の結果は
広く生活に生かされています。
　例えば、将来人口の年齢構成を正確に把握することによ
り、年金制度が成り立っています。また、災害に備えるには、

人口、人口密度、地域ごとの人口分布などのデータが欠かせ
ません。
　また、国勢調査では市区町村単位、項目によっては町名・
丁目単位の細かな統計も得ることができます。これは身近
なまちづくりに欠かせない、最も大切な資料となっていま
す。
　あなたの調査票には、春日市の大切な未来が詰まってい
ます。正確な回答をお願いします。
※　国勢調査に従事していただく調査員を募集していま
す。詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当
　 （584）1111　 （584）1153　

～10月1日は国勢調査の日～

シリーズ

国勢調査教えて

２：調査結果からまちづくり

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
に
は
、

「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」と

「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
給
付
金
も
、支
給
を
希
望
す

る
場
合
は
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

給
付
金
の
支
給
対
象

▽
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

看
護
師
、准
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、保

育
士
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
の
養

成
機
関
で
修
業
し
て
い
る
母
子
家
庭
の

母
▽
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

就
職
に
つ
な
が
る
能
力
開
発
講
座（
雇

用
保
険
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
の
指
定

講
座
の
う
ち
、市
の
事
前
指
定
を
受
け

た
講
座
）を
受
講
す
る
母
子
家
庭
の
母

母子家庭自立支援給付金
母子家庭の母の自立を支援します

こども未来課母子児童担当　 （584）1111 （584）1115

公的年金受給者の皆さんへ
特別徴収制度を拡充
　地方税法の改正により、公的年金を受
けながら給与所得を得ている65歳未満
の人は、公的年金に対する税額を、給与所
得に対する税額に合わせて給与から差し
引いて徴収することになりました。
対象　65歳未満（昭和20年4月3日以降
生まれ）で、平成21年中に公的年金
に係る所得がある給与所得者

開始時期　平成22年度の市県民税（平成
22年6月分）から

問い合わせ先　税務課市民税担当
　　 （584）1111　 （584）1141



K A S U G A         C I T Y18

狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
予
防
の
た
め
、飼
い
犬
の
集
団
注

射
を
４
月
か
ら
５
月
ま
で
各
地
区
で
行
っ
て

い
ま
す
。生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
、毎
年
必

ず
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、犬
の
体
調
不
良
な
ど
で
今
回
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、後
日
、か
か
り
つ
け

の
動
物
病
院
で
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
程（
５
月
分
）　

左
表
の
と
お
り

注
射
料
金　
３
０
５
０
円

※　

動
物
病
院
の
場
合
は
異
な
り
ま
す
。

犬
の
登
録

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、市
に
登
録
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。一
度
登
録
す
れ
ば
一

生
有
効
で
す
。集
団
注
射
の
際
に
も
受
け
付

け
ま
す
。

登
録
手
数
料　
３
０
０
０
円

※　

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
で
、

前
住
所
地
で
犬
を
登
録
し
て
い
る
人
は
、

登
録
の
変
更
を
市
環
境
課（
市
役
所
３
階
）

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、登
録
は
集
団
注
射
の
際
に
も
受

け
付
け
ま
す
が
、必
ず
鑑
札
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。忘
れ
た
場
合
、再
発
行
手
数
料

１
６
０
０
円
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

飼い犬の狂犬病予防注射と登録
生後91日がたったら忘れずに

環境課　生活環境担当　 （584）1111 （584）1147

期日 時間 場所

5月20日
㈭

午前9時10分〜9時50分 桜ヶ丘地区公民館

午前10時5分〜10時45分 岡本地区公民館

午前11時〜11時30分 弥生地区公民館

午後1時20分〜2時20分 下白水南地区公民館

午後2時35分〜3時35分 泉地区公民館

5月21日
㈮

午前9時10分〜9時30分 春日公園地区公民館

午前9時45分〜10時45分 ちくし台地区公民館

午前11時〜11時30分 大土居地区公民館
（浦の原集会場）

午後1時20分〜2時30分 天神山地区公民館

午後2時45分〜3時35分 白水ヶ丘地区公民館

5月24日
㈪

午前9時10分〜9時35分 千歳町地区公民館

午前9時55分〜10時25分 日の出町地区公民館

午前10時40分〜11時30分 須玖北地区公民館

午後1時20分〜2時 須玖南地区公民館

午後2時20分〜3時30分
ふ れ あい 文 化 セン
ター第2駐車場

（市民図書館下）
※1　雨天時も実施します。
※2　住んでいる地区以外の会場でも受けることができます。

春
日
市
男
女
共
同
参
画

苦
情
処
理
委
員
制
度

は
、春
日
市
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
条
例
に
基
づ

き
、男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
市
の
施
策
や
、男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
人
権

侵
害
に
関
し
て
の
苦
情
ま
た

は
救
済
の
申
し
出
に
対
応
す

る
た
め
、市
が
設
け
た
制
度

で
す
。

　

申
し
出
を
受
け
た
場
合
、

２
人
の
委
員
が
申
出
人
や
関

係
者（
相
手
方
）か
ら
話
を
伺

い
、男
女
共
同
参
画
推
進
の

視
点
か
ら
、公
平
・
公
正
に
検

討
し
ま
す
。そ
の
結
果
に
応

じ
て
、必
要
な
場
合
は
相
手

方
に
改
善
を
求
め
、申
出
人

に
も
報
告
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し

ま
す
。

苦
情
処
理
委
員

▽
田た

し
ろ代
祐ゆ
う
じ
ょ
う
誠（
弁
護
士
）

▽
鳥と
り
い居
玲り
ょ
う
こ子（
弁
護
士
）

申
し
出
の
対
象
と
な
る
内
容

○
市
が
実
施
す
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
関
す
る
施

策
へ
の
苦
情
や
要
望

　
【
例
】

▽
市
が
行
う
事
業
や
制
度

で
、男
女
共
同
参
画
の

推
進
を
妨
げ
る
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
と
き

▽
男
女
共
同
参
画
の
推
進

の
視
点
か
ら
市
に
改
善

を
求
め
た
い
と
き

○
性
別
に
よ
る
差
別
的
な
取

り
扱
い
な
ど
、人
権
侵
害

に
つ
い
て
の
救
済
の
申
し

出

　
【
例
】

▽
職
場
や
学
校
、団
体
な

ど
で
性
別
に
よ
る
差
別

的
な
扱
い
を
受
け
た
と

き
▽
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）な

ど
男
女
間
の
暴
力
行
為

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
人

権
侵
害
を
受
け
た
と
き

申
出
方
法　
人
権
男
女
共
同

参
画
課（
市
役
所
４

階
）に
あ
る「
苦
情
等

申
出
書
」を
提
出
す

る

※　

代
理
人
が
提
出
す
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で

す
。

申
出
先　
人
権
男
女
共
同
参

画
課

春日市男女共同参画苦情処理委員制度
利用してください

人権男女共同参画課　 （584）1111 （584）1153
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、全
員（
扶
養

親
族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
人
、

収
入
の
種
類
が
遺
族
年
金
ま
た
は
障
害
年
金

以
外
の
年
金
の
人
を
除
く
）、所
得
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、前
年
中
の
所
得
を
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

未
申
告
の
場
合
は
、低
所
得
世
帯
に
対
す

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。ま
た
、入
院
時
に
必
要
と
な
る
限

度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
も
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

未
申
告
の
世
帯
に
は
封
書
で
通
知
し
ま
す

の
で
、速
や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所得の申告はお忘れなく
国民健康保険加入者の皆さんへ

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

（
児
童
扶
養
手
当
証
書
が
交
付
さ
れ
て

い
る
）世
帯
の
人
が
、通
勤
定
期
を
購
入
す
る
場

合
、定
期
券
が
割
り
引
き（
３
割
）さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、

特
定
者
資
格
証
明
書
の
交
付
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
扶
養
手
当
証
書

▽
印
鑑

▽
申
請
者
の
写
真
２
枚（
６
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
、縦
２
・５
㎝
×
横
２
㎝
、正
面
向
き
・
脱

帽
の
も
の
）

申
請
先　

こ
ど
も
未
来
課
母
子
児
童
担
当（
市

役
所
２
階
）

ＪＲ通勤定期の割引制度
児童扶養手当受給世帯の皆さんへ

こども未来課 母子児童担当　 （584）1111 （584）1115

開設しました
春日市消費生活センター
　これまで毎週月・水・金曜日の週3日、市
役所2階市民相談室で行っていた消費者相
談窓口を、4月1日から「春日市消費生活セ
ンター」として、毎週月・水・木・金曜日の週
4日開設しました。
　市民の皆さんの生活を守るため、専門の
消費生活相談員が消費生活全般にかかわる
さまざまな相談に応じますので、トラブル
などを抱えている人は、ぜひ相談してくだ
さい。電話での相談にも応じます。
　なお、市が現在行っている多重債務法律
相談については、消費生活センターでの相
談後に予約を受け付けますので、まずは消
費生活センターを利用してください。
相談日時　毎週月・水・木・金曜日（祝日、年

末年始を除く）
　　午前10時〜午後3時
相談場所　消費生活センター（市役所2階）
相談電話　 （584）1155（直通）
※　開設時間外の問い合わせは、地域づく
り課商工農政担当にお願いします。

問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当
（584）1111　 （584）1153

市
内
全
域
で
５
月
９
日
㈰

に
、春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、日
ご
ろ
利
用
し
て
い

る
道
路
や
公
園
な
ど
を
き
れ
い
に

す
る
と
と
も
に｢

ポ
イ
捨
て
防
止｣

な
ど
市
民
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
も
目
指
そ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

美
し
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、

家
族
そ
ろ
っ
て
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

※　

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
便
乗
し

て
、家
庭
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、団
地

な
ど
か
ら
自
転
車
や
陶
器
・
金

属
類
、粗
大
ご
み
な
ど
を
出
す

こ
と
は
、絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

春のクリーン作戦
みんなできれいな街づくり

春日市自治会連合会事務局　　　　　　　　　　　　　　　
（市ごみ減量推進課内）　 （584）1111 （584）1147

樹立しました
春日市森林整備計画
　平成22年3月31日、森林法に基づき、「春
日市森林整備計画」を樹立しました。
　地域づくり課（市役所4階）で計画の内容
を縦欄できます。
　詳しくは問い合わせてください。
縦覧・問い合わせ先　地域づくり課商工農
政担当
（584）1111　 （584）1153
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〜まちの話題や人の紹介〜

　4月6日、筑紫交通安全協会から市内全小学校の新１年生に、ラン
ドセルカバーが寄贈されました。
　毎年、児童を交通事故から守る目的で、このランドセルカバーを
寄贈している同協会。カバーには、車やバイクなどの運転手が遠く
からでも児童を確認できるようにと目立つ黄色が使われており、イ
ラストには「無事帰る」という願いを込めて「カエル」が採用されています。
　4月9日にそれぞれの小学校に入学したばかりの児童たち。その背中からは、カエルのランドセルカバーが交通
安全を呼びかけています。

筑紫交通安全協会

ランドセルカバーを寄贈

　奴国の丘歴史公園内の上散田公園に、須玖岡本遺跡周辺の遺跡めぐりや
ウォーキングをする人など、さまざまな人が利用する公衆トイレがあります。
　この公衆トイレを、日の出町に住む後

ごと う
藤盛

せいぞう
造さん（71歳）は、毎朝ボランティ

アで清掃してくださっています。
　公衆トイレは、春日市の品位が表れる重要な場所です。普通は人がためらう
公衆トイレの清掃に、毎朝の散歩の際、心を込めて取り組んでいる後藤さん。ご
高齢にもかかわらず、トイレ清掃後には毎日1000回の腕立て伏せを行うとい
う強
きょうじん
靭なる精神力・体力の持ち主でもあります。健康で、黙々と奉仕活動に取り

組む後藤さんの姿は、私たちに大切なことを教えてくれているようです。

後藤盛造さん

人知れず黙々とボランティア

　市は、平成23年度から始まる、新たなまちづくりの指針や目標を
定める「第５次春日市総合計画」の策定を進めています。
　3月24日、総合計画審議会の山

やまさき
﨑安

やすのり
則会長、近

こんどう
藤加

か
代
よ こ
子副会長か

ら、市が示した、総合計画の最も基本的な考え方となる「基本構想」
の原案に対する意見をまとめた答申書が、井上市長に手渡されまし
た。「基本構想」の原案では、「誰にもやさしいまち」「みんなで支え合
うまち」「市民が活躍するまち」の3項目を基本視点とする、今後のまちづくりの方向性を定めています。
　総合計画審議会は、12月以降、6回の会議を重ね、この３つの基本視点を含め、今後のまちづくりの方向性につい
て審議してきました。答申では、地域の連帯意識の向上や、市民活動の活性化の必要性などについて、48項目の意
見が提出されました。
　市は、今後、この答申を基にまちづくりの方向性を再検討し、「基本構想」の作成を進めていきます。
※　答申書の内容や「基本構想」の原案については、市ホームページや行政管理課（市役所5階）で見ることができ
ます。

答申書が提出されました

第５次総合計画基本構想原案
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春
日
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

第
８
回
春
日
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
、勤
務
し
て
い
る

人
ま
た
は
同
連
盟
所
属
者

日
時　

５
月
23
日
㈰（
雨
天
時
は
29
日

㈯
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
予
定

（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
）

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
）

参
加
費　

１
組
２
０
０
０
円

※　

同
大
会
の
成
績
を
、県
民
体
育
大

会
の
選
手
選
考
資
料
と
し
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
９
日
㈰
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ペ
ア
の
住
所
・

氏
名
・
勤
務
先（
学
校
名
）・
電
話

番
号
を
伝
え
る

※　

ペ
ア
が
作
れ
な
い
人
は
、問
い
合

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
盟 

宮み
や

本も
と

（
５
８
２
）６
２
８
６（

兼
用
）

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

体
育
館
の
ご
案
内

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
に
は
、バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、バ

ド
ミ
ン
ト
ン
や
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
が
で
き
る
体
育
館
が
あ
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
で
の
練
習
や
試
合
、個
人
練

習
な
ど
に
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、料
金
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

総
合
案
内（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

（
５
８
４
）１
２
１
２

（
５
８
４
）１
２
１
４

春
日
市
水
泳
大
会

参
加
者
募
集

　

福
岡
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会（
８

月
22
日
㈰
予
定
）の
出
場
選
手
選
考
を

兼
ね
た
水
泳
大
会
で
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

　
　
　

人

日
時　

6
月
20
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

（
予
定
）

　
　
　
（
受
付
：
午
前
8
時
20
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
6
ー
28
）

申
込
方
法　

5
月
25
日
㈫
ま
で
に
、参

加
申
込
書
を
直
接
窓
口
に
提
出

す
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※　

開
催
要
項
や
参
加
申
込
書
な
ど

は
、５
月
１
日
㈯
以
降
、市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
や
温
水
プ
ー
ル
、西
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、北
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、市
役
所
、い
き
い
き
プ
ラ

ザ
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に
置

い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

参
加
者
募
集

食
と
健
口
教
室

　
「
食
べ
る
」、「
飲
み
込
む
」、「
話
す
」な

ど
、口
の
働
き
を
良
く
す
る
た
め
の
教

室
で
す
。体
操
な
ど
の
実
技
や
実
習
を

中
心
と
し
た
内
容
で
す
。

　

食
生
活
の
見
直
し
も
、こ
の
機
会
に

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　

対
象　

次
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
２
つ
以

上
当
て
は
ま
る
人（
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

チ
ェ
ッ
ク
項
目

▽
最
近
硬
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ

た
▽
お
茶
な
ど
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

▽
口
が
よ
く
渇
く

日
程　

６
月
９
日
・
16
日
・
23
日
、７
月

７
日
・
14
日
・
28
日
、８
月
18
日

･

25
日（
す
べ
て
水
曜
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午（
７
月
14
日

の
み
午
後
１
時
ま
で
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

身
体
状
況
に
応
じ
て
、市
の
送
迎

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

内
容　

▽
講
話　

口
の
働
き
を
良
く
す
る
た

め
の
方
法
・
高
齢
者
の
食
生
活
の
ポ

イ
ン
ト

▽
実
技　

口
の
体
操
・
簡
単
調
理
実
習
、

個
別
指
導

参
加
費　

５
０
０
円（
食
材
料
費
）

申
込
方
法　

６
月
４
日
㈮
ま
で
に
、電

話
な
ど
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

食
中
毒
が
多
発

食
肉
の
生
食
に
注
意

　

牛
の
レ
バ
刺
し
、加
熱
不
十
分
な
食

肉
な
ど
に
よ
る
Ｏオ

ー

１
５
７
食
中
毒
や
、

鶏
肉
の
生
食
な
ど
に
よ
る
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
抵
抗
力
が
弱
い
子
ど
も
は
、大

人
に
比
べ
て
感
染
し
や
す
く
、ま
た
重

症
化
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

食
肉
を
食
べ
る
と
き
は
、中
心
部
ま

で
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

予
防
法

▽
食
肉
は
、中
心
温
度
75
℃
で
１
分
間

以
上
加
熱
す
る

▽
食
肉
を
扱
っ
た
手
は
、石
け
ん
と
消

毒
液
で
洗
浄
・
消
毒
す
る

▽
食
肉
に
使
用
し
た
ま
な
板
や
包
丁
な

ど
は
、ほ
か
の
食
品
へ
の
汚
染
を
防

ぐ
た
め
、使
用
後
、洗
剤
で
よ
く
洗
浄

し
、熱
湯
や
消
毒
液
で
消
毒
す
る

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所

（
５
１
３
）５
５
８
２

（
５
１
３
）５
５
９
８

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
、楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４
・
５
㎞

の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

日
程　

５
月
12
日
㈬（
小
雨
決
行
）

時
間　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。予
約
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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技
種
目
ご
と
に
金
賞
、銀
賞
、銅
賞
を
贈

り
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。た
だ
し
、参
加
資

格
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
競
技
種
目

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、デ
ー
タ
ベ

ー
ス
、Ｄ
Ｔ
Ｐ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制

作
、パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力（
知
的

障
害
者
の
み
）、ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ日
時　

６
月
５
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

場
所　

国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校（
北
九
州
市
若

松
区
大
字
蜑あ

ま
す
み住
１
７
２
８
ー

１
）

申
込
期
限　

５
月
21
日
㈮

○
競
技
種
目（
知
的
障
害
者
の
み
）

　

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

日
時　

６
月
12
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

30
分

場
所　

レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
ず
の
き（
福

岡
市
西
区
姪め

い
の
は
ま
え
き
み
な
み

浜
駅
南
１
ー

10
ー
11
）

申
込
期
限　

５
月
28
日
㈮

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
送
る

※　

参
加
申
込
書
は
市
福
祉
計
画
課

（
市
役
所
１
階
）に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
高

齢
者
・
障
害
者
雇
用
支
援
協
会

（
４
７
３
）６
２
８
０

（
４
７
４
）１
７
３
７

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
中
級（
夜
間
）講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦
の
自
立
促
進

の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

科
目　

パ
ソ
コ
ン
中
級（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

対
象　

母
子
家
庭
の
母
か
寡
婦
で
、求

職
ま
た
は
転
職
を
希
望
し
て
い

る
人

日
程　

６
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮
の
平
日

（
計
12
日
）

時
間　

午
後
６
時
〜
９
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

４
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
、

半
数
以
下
の
場
合
は
中
止
）

託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児（
要
予
約
）

申
込
方
法　

５
月
17
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、申
込
書
を
送
る

※　

申
込
書
は
市
こ
ど
も
未
来
課（
市

役
所
２
階
）ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
福
岡
２
０
１
０

参
加
選
手
募
集

　

障
害
者
に
対
す
る
社
会
の
理
解
と
認

識
を
高
め
、雇
用
の
促
進
と
地
位
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会
で

す
。優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人
に
は
、競

川
崎
病

医
療
講
演
会
・
相
談
会

　
「
川
崎
病
の
子
ど
も
を
も
つ
親
の
会
」

は
、会
員
同
士
の
情
報
交
換
や
、川
崎
病

の
情
報
を
求
め
て
い
る
人
の
た
め
の
医

療
講
演
会
・
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、託
児
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

６
月
６
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
５
階

５
０
３
研
修
室（
福
岡
市
中
央

区
荒あ

ら
と戸
３
ー
３
ー
39
）

演
題
・
講
師

▽「
川
崎
病
の
治
療　

発
病
か
ら
退
院

ま
で
」・
水み

ず
の野
由ゆ

み美
さ
ん（
福
岡
市
立

こ
ど
も
病
院
・
感
染
症
セ
ン
タ
ー
医

師
）

▽「
川
崎
病
と
向
き
合
う
〜
女
性
の
気

が
か
り
な
こ
と
を
含
め
て
〜
」・
牛う

し

ノの
は
ま濱
大ひ
ろ
や也
さ
ん（
福
岡
市
立
こ
ど
も

病
院
・
感
染
症
セ
ン
タ
ー
医
師
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
福
岡
県
連
絡
会

（
５
８
１
）１
８
６
９

（
５
９
１
）６
０
２
２

参
加
者
募
集

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
、メ

タ
ボ
解
消
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄

養
相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈫
、６
月
８
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

都
合
の
合
わ
な
い
人
は
、問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

平
成
22
年
度
総
会

　

同
会
の
前
年
度
活
動
報
告
や
本
年
度

活
動
計
画
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

総
会
後
は
懇
談
会
も
行
い
ま
す
。同

じ
立
場
の
人
と
親し

ん
ぼ
く睦
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

託
児
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

母
子（
寡
婦
・
父
子
を
含
む
）家

庭
の
親
ま
た
は
同
会
会
員

※　

入
会
を
希
望
す
る
人
は
、年
会
費

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

日
時　

５
月
15
日
㈯

▽
総
会　

午
後
６
時
30
分
〜（
受
付
：
午

後
６
時
〜
）

▽
懇
談
会　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

※　

弁
当
を
準
備
し
ま
す
。

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

申
込
方
法　

５
月
14
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

白
水
大
池
公

園「
虹
の
売
店
」

（
５
９
６
）９
９
２
５（

兼
用
）

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

血
液
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
ロ
ビ
ー

※　

献
血
基
準
や
制
限
な
ど
、詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０



K A S U G A         C I T Y23

情報ひろば

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習
会

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
機
）、そ
の
ほ
か
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で

す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
上
級
救
命
講
習（
筆
記
・
実
技
試
験
あ

り
）

日
時　

６
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
時　

６
月
20
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署

▽
北
出
張
所
救
急
係

　

（
５
８
９
）０
１
１
９

　

（
５
８
９
）０
０
９
９

▽
本
署
救
急
係

　

（
５
８
４
）１
１
９
９

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
と
子
の
キ
ャ
ン
プ

　

一
流
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
の
協
力
の
も

と
、野
外
で
作
る
本
格
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

原
則
５
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
を
持
つ
、ひ
と
り
親
家

庭
の
母
と
子

日
程　

６
月
26
日
㈯
午
後
０
時
30
分
〜

27
日
㈰
午
後
１
時（
１
泊
２
日
）

場
所　

国
立
夜
須
高
原
青
少
年
自
然
の

家（
筑
前
町
三さ

ん
が
や
ま

箇
山
１
１
０
３
）

※　

現
地
集
合
、現
地
解
散
で
す
。

定
員　

30
組（
申
込
先
着
順
）

▽
大
人　
　

１
人
３
０
０
０
円

▽
子
ど
も　

１
人
２
０
０
０
円

※　

宿
泊
費
、食
費
、保
険
料
な
ど
を
含

み
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
28
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
者
全

員
分
の
氏
名
・
生
年
月
日
、住

所
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
５
８
４
）３
９
２
２

（
５
８
４
）３
９
２
３

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

や
き
も
の
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

６
月
12
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
12
日
㈬
〜
６
月
11
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
直
接
奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の
み
）、

希
望
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緑
化
講
習
会

日
時　

６
月
13
日
㈰

▽
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
田
主

丸
町
益ま

す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

内
容　

庭
木
の
整せ

い
し姿
と
せ
ん
定

受
講
料　

無
料

定
員　

各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
11
日
㈫
以
降
に
、電

　

（
５
８
４
）１
１
６
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
筑
紫
の
会

総
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
原
爆
被
害
者

で
手
帳
保
持
者
と
そ
の
家
族
・

２
世
の
人

※　

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　

５
月
16
日
㈰

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
１
階
多
目

的
ホ
ー
ル（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２

ー
３
ー
１
）

内
容
・
時
間

▽
総
会

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
バ
ン
ブ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
那
珂
川
の
竹
に
よ
る
演
奏

会
）

　

午
後
３
時
〜
４
時

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

藤ふ
じ
の野

（
９
２
４
）３
７
７
１（

兼
用
）

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
、弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談

で
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
11
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
は
収
入

な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

高
齢
者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

無
料
法
律
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
、遺
言
、相
続
、財
産

管
理
、死
後
事
務
処
理
の
相
談
に
、無
料

で
応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室

２
・
３（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー

３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
筑
紫
出
張
所

（
９
２
１
）２
１
３
０（

兼
用
）
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福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

常
設
無
料
電
話
相
談

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金
、違

法
年
金
担
保
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

平
日
の
午
後
６
時
〜
８
時

相
談
電
話
番
号

（
７
２
４
）９
５
０
５

問
い
合
わ
せ
先　

司
法
書
士　

柿か
き
の
き木

（
２
８
３
）３
０
８
０

（
２
８
３
）３
０
９
０

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

西
堀
パ
ン
広
場

　

手
軽
に
楽
し
く
、パ
ン
と
ス
イ
ー
ツ

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
17
日
㈪　

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容　

メ
ロ
ン
パ
ン
、お
好
み
焼
き

パ
ン
、マ
カ
ロ
ン

参
加
費　

１
５
０
０
円

定
員　

８
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、バ
ン

ダ
ナ
、上
履
き
、筆
記
用
具

申
込
期
限　

５
月
13
日
㈭

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
ま
ち
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う

の
庭
」（
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w

2.csf.ne.jp/~m
achi

cen/

※　

水
・
日
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　

優
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ヨ
ガ
ス
ト

レ
ッ
チ
で
、心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

▽
木
曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30

分
▽
金
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
各
２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

岡お
か
も
と本

０
９
０（
８
４
０
６
）６
２
１
６

伝
統
文
化
い
け
ば
な
教
室

生
徒
募
集

対
象　

小
学
生

日
時　

５
月
29
日
〜
平
成
23
年
２
月
19

日
の
毎
月
第
１
土
曜
日（
計
12

回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

大
谷
地
区
公
民
館（
大
谷
４
ー

７
ー
１
）

参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
花
材
費
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

鉛
筆
、小
さ
な

ハ
ン
カ
チ
タ
オ
ル

申
込
方
法　

５
月
20
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、学
年
、性
別
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

大
谷
地
区
伝

統
文
化
こ
ど
も
教
室
実
行
委
員

会　

上う
え
の野

（
５
８
５
）０
４
５
７（

兼
用
）

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

夏
休
み
海
外
派
遣

　

同
協
会
は
、体
験
を
通
し
て
お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、国
際
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
、10
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

日
程　

７
月
23
日
㈮
〜
８
月
15
日
㈰

（
８
〜
18
日
間
）

派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、サ
イ
パ
ン
、カ
ン
ボ
ジ

ア
、フ
ィ
ジ
ー

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、文
化
交
流
、学
校
体
験
、英

語
研
修
、地
域
見
学
、野
外
活
動

な
ど

参
加
費　

19
〜
52
万
円

※ 　

別
途
、共
通
経
費
と
し
て
３
万
円

が
必
要
で
す
。

な
お
、対
象
・
参
加
費
・
申
込
期
限

な
ど
は
、事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

○
説
明
会

日
時　

５
月
23
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

深
見
ビ
ル
会
議
室（
福
岡
市

博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
４
ー
14
ー

１
）

※　

入
場
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先　

同
協

会（
〒
108
ー
０
０
７
３
東
京

都
港
区
三み

た田
５
ー
７
ー
８
ー

９
２
１
）

０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

０
３（
６
４
５
９
）４
６
３
３

http://w
w

w
.kskk.or.jp

茶
道
教
室
・
学
び
合
い
塾

参
加
者
募
集

○
子
ど
も
茶
道
教
室
〜
日
本
の
伝
統
文

化
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
〜

対
象　

小
学
生
〜
中
学
生

日
時　

６
月
12
日
〜
11
月
13
日
の
土

曜
日（
全
６
回
）

午
後
３
時
〜
４
時

参
加
費　

１
人
３
０
０
０
円

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

５
月
28
日
㈮

○
２
０
１
０
年
度
Ｊ
Ｔ
青
少
年
育
成
に

関
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
事
業「
第
８
期

学
び
合
い
塾
」

水
生
生
物
調
査
、宿
泊
体
験
、干
潟

体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

日
時　

６
月
13
日
〜
12
月
12
日
の
日

曜
日（
全
６
回
）

※　

説
明
会
を
６
月
13
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
に
行
い

ま
す
。

参
加
費　

１
人
５
０
０
０
円（
宿
泊

体
験
費
含
む
）

定
員　

36
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
期
限　

５
月
14
日
㈮

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春
日
１
ー
38
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、学
校
名
、

学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

卓
球
協
会「
遊
友
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集

　

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
の
小
学
生

日
時　

土
曜
日（
月
３
回
程
度
）　

午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場
ま
た
は
卓
球
場（
大
谷

６
ー
28
）

会
費　

月
額
１
５
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ　

深ふ
か
ざ
わ澤

（
５
７
３
）７
１
８
９
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情報ひろば

第
13
回

つ
く
し
路
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅

　

１
日
20
㎞
、５
日
で
１
０
０
㎞
完
歩

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

日
程　

８
月
７
日
㈯
〜
11
日
㈬（
４
泊

５
日
）

参
加
費　

２
万
３
０
０
０
円（
食
費
・
Ｔ

シ
ャ
ツ
代
・
三
度
笠
代
な
ど
を

含
む
）

定
員　

１
２
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
９
日
㈰
午
前
10
時
以

降
に
、電
話
で
申
し
込
む

※　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
中
高
生
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
実
行
委
員

会（
㈳
つ
く
し
青
年
会
議
所
事

務
局
内
）

（
９
２
４
）８
３
３
８

０
８
０（
６
４
４
４
）６
２
４
２（
５

月
９
日
の
み
）

※　

受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
４

時（
受
付
開
始
日
以
外
は
平
日
の
み
）

で
す
。

水
泳
連
盟「
と
び
う
お
会
」

会
員
募
集

　

水
泳
は
健
康
の
維
持
、増
進
に
有
効

で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
ま
せ
ん
か
。

対
象　

18
歳
以
上

日
時　

第
１
〜
第
４
水
曜
日　

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

▽
古こ

が賀

　

（
５
９
５
）３
５
８
３

▽
吉よ

し
も
と本

　

（
５
０
１
）２
９
４
４

作
品
を
募
集
し
ま
す

第
8
回
日
中
友
好
児
童
絵
画
展

　

日
中
両
国
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

深
め
、相
互
理
解
や
教
育
・
文
化
事
業
の

促
進
を
図
る
た
め
の
絵
画
展
で
す
。

対
象　

県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、小

学
生

規
格

▽
4
つ
切
り
画
用
紙
使
用（
1
人
1
作

品
ま
で
）

▽
画
題
・
画
材
は
自
由（
平
面
の
も
の
に

限
る
）

応
募
方
法　

6
月
22
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、作
品
裏
に
画
題
、住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、学
校
名
・
学
年

（
年
齢
）、電
話
番
号
を
書
い
て

送
る

※　

優
秀
作
品
は
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館

に
展
示
し
ま
す（
7
月
15
日
㈭
〜
20

日
㈫
）。ま
た
、中
国
上
海
市
で
も
8

月
に
展
示
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
団

体
ベ
ル
ポ
会
事
務
局（
〒
812
ー

０
８
５
７
福
岡
市
博
多
区
西に

し
つ
き月

隈ぐ
ま

3
ー
8
ー
11
ー
８
１
２
）

（
４
４
１
）８
０
５
９

（
４
５
２
）５
６
４
３

つ
く
し
御
当
地
検
定

検
定
問
題
募
集

　

９
月
５
日
㈰
、九
州
国
立
博
物
館
で

筑
紫
地
区（
春
日
市
・
大
野
城
市
・
筑
紫

野
市
・
太
宰
府
市
・
那
珂
川
町
）の
歴
史
、

文
化
、産
業
、観
光
、物
産
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
の
検
定「
つ
く
し
御

当
地
検
定
」を
行
い
ま
す
。

　

当
日
出
題
す
る
問
題
や
地
域
の
魅
力

と
な
る
情
報
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

７
月
31
日
㈯
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
送
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
つ
く
し
青

年
会
議
所
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
９
２
４
）８
３
３
８

（
９
２
１
）２
９
０
６

info@
tsukushi.or.jp

http://w
w

w
.tsukushi.or.jp

平
成
22
年
度

調
理
師
試
験

期
日　

８
月
１
日
㈰

場
所　

日
本
経
済
大
学（
太
宰
府
市
五ご

条じ
ょ
う３
ー
11
ー
25
）

願
書
受
付
期
間　

５
月
31
日
㈪
〜
６
月

４
日
㈮

願
書
配
布
場
所　

筑
紫
保
健
福
祉
環

境
事
務
所（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原

３
ー
５
ー
25
）

※　

受
験
資
格
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
増
進
課

（
５
１
３
）５
５
８
３

（
５
１
３
）５
５
９
８

福
岡
県
計
量
協
会

は
か
り
の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
基
づ
き
、は
か
り
の
定
期

検
査
を
行
い
ま
す
。は
か
り
を
取
引
・
証

明
に
使
用
し
て
い
る
人
は
、必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

商
店
や
事
業
所
で
、取
引
や
証

明
用
に
使
用
し
て
い
る
は
か

り
、分
銅
、お
も
り

※　

大
型
の
は
か
り（
ひ
ょ
う
量
が

３
０
０
㎏
を
超
え
る
も
の
）の
検
査

に
つ
い
て
は
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時

〜
３
時

場
所　

春
日
市
商
工
会
１
階（
伯
玄
町

２
ー
24
）

※　

検
査
手
数
料
な
ど
、詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
福
岡
県
計
量
協
会

（
９
３
９
）２
９
４
５（

兼
用
）

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

き
れ
い
な
け
し
の
花
に
御
用
心

　

け
し
の
花
を
見
か
け
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
が
、け
し
に
は
植
え
て
良
い
も

の
と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

▽
草
丈
が
大
き
く
１
ｍ
以
上
に
な
る

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お

り
、毛
が
な
い

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て

い
る

▽
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
、ま
わ
り

の
切
れ
込
み
が
浅
い　

な
ど

※　

こ
の
よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

（
５
１
３
）５
６
１
０

　

（
５
１
３
）５
５
９
８

▽
筑
紫
野
警
察
署

　

（
９
２
９
）０
１
１
０
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1日（土） ドッジボール大会　午後2時〜3時30分

8日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場　午後2時〜2時30分

9日（日）
母の日のプレゼント作り（キラキラデコ写真立て）
午後2時〜3時30分、10人、150円  

12日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

15日（土）
インラインスケート教室
午後1時30分〜3時、12人  ※雨天時は22日㈯

19日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

23日（日）

楽しいクッキング（いちご大福）
午前10時30分〜正午、10人、100円 

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

26日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

1日（土） マコちゃんのあそびの宝箱（工作編）　午後2時〜3時

8日（土）
母の日のプレゼント作り（お花のアクセサリー）
午前10時30分〜正午、12人、150円  

9日（日） 道場やぶり！　午後2時〜3時

15日（土）

運動あそび（第2回けかつバドミントン大会）
午前11時〜正午

トワイライト（中学生以上）　午後5時〜6時

19日（水） おはなし・だいすき！　午前11時〜11時30分

22日（土）
作って遊ぼう（牛乳パックがダイヘンシン！）　
午後2時〜3時

23日（日）
かんたんクッキング（チョコバナナパイ）
午前10時30分〜正午、12人、150円  

◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくだ
さい。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。5月1日（土）午前10 時以降に申し込

んでください。受け付けは午後 6 時までです（電話可・小学生以上は
原則として本人申込）。なお、申し込みは一人 1 行事までとし、行事
によっては市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い
合わせてください。

5月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

1日（土） 道場やぶり！　午後2時〜3時

8日（土）
母の日のプレゼント作り（お花のアクセサリー）
午前10時30分〜正午、12人、150円  

9日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
11日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

15日（土）
ピカピカ☆ガーデンをつくろう！（ガーデニング）
午後2時〜3時

21日（金） たのしいおはなし　午前11時〜11時30分

22日（土）

遊びの出前！児童センター
午前10時30分〜正午、場所：春日野小ときめきホール

かんたん工作（かざぐるま）　午後2時〜3時

23日（日）

バドミントン大会
午後3時30分〜5時、小学3年生以上、12人

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

25日（火）
みんなでおめでとう！（5月生まれのお誕生会）
午前11時〜11時30分

1日（土）
道場やぶり！　午前10時30分〜11時30分
トワイライト　午後5時〜6時、中学生以上

2日（日）

屋上であそぼう！（インラインスケート） 
①午前10時30分〜11時、10人
②午前11時〜11時30分、10人
※雨天時は5月16日㈰

8日（土）
母の日のプレゼント作り（お花のアクセサリー）
午前10時30分〜11時30分、12人、150円  

9日（日）
わんぱく広場（おおなわとび）
午前10時30分〜11時30分 

12日（水） おはなしなーに？　午前11時〜11時30分

15日（土）
わくわくクッキング（ちょっとリッチなババロア）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

23日（日）
作ってわくわく（牛乳パックであそぼう！）
午前10時30分〜11時30分

26日（水）

ママの“ホッ”とタイム（エアロビでリフレッシュ！初心者
向け）※経験者向けは6月に実施予定
午前10時〜正午、15人、500円 
※託児は20日㈭までに要申込（1人500円）

27日（木） おはなしなーに？　午前11時〜11時30分

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：19日㈬ ▶光町：14日㈮
▶毛勝：26日㈬ ▶白水：14日㈮ 午前11時〜11時40分 今月の休館日

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：21日㈮▶光町：11日㈫
▶毛勝：20日㈭▶白水：13日㈭

午前10時30分〜
（1時間程度）

  3日㈪、4日㈫、
  5日㈬、6日㈭、
10日㈪、17日㈪、
18日㈫、24日㈪、
31日㈪

ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：12日㈬、13日㈭、14日㈮
▶光町：12日㈬、13日㈭、26日㈬、27日㈭
▶毛勝：13日㈭、14日㈮、27日㈭、28日㈮
▶白水：20日㈭、21日㈮
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市の人口　3/31 現在

◎総人口  109,426人
（前月比+17）

女 　56,148人

男　 53,278人

◎世帯数  43,980世帯

◎増     ●転入      1477人

●出生　       73人

●その他増      14人

◎減     ●転出 　  1495人

●死亡          50人

●その他減      2人

深
ふか

田
た

 紗
さ ら

良ちゃん（下白水南）
平成21年5月3日生

 橘
たちばな

 有
あり

紗
さ

ちゃん（紅葉ヶ丘西）
平成21年5月7日生

 髙
たかやま

山 大
だい

輝
き

ちゃん（若葉台東）
平成21年5月6日生

本
ほんじょう

庄 龍
たつ

希
き

ちゃん（須玖北）
平成21年5月14日生

井
いのうえ

上 倖
こう

汰
た

ちゃん（須玖南）
平成21年5月14日生

5月前期

7
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
6
月
1
日
㈫（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　

第3水曜日／ 10時 〜 16時／市役所／第1水曜日8時30分以降の平日に電
話予約／先着15人

◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333
第1・第3金曜日／ 13時 〜 16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日8時
30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／ 13時 〜 15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／ 18時 〜 20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1111 （584）1153

月・水・木・金曜日／ 10時 〜 15時／市消費生活センター（市役所2階）
◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1111 （584）1153

第3金曜日／ 13時 〜 16時／市役所／上記の市消費生活相談で事前相談の
上予約

◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999
月〜金曜日：9時 〜 16時30分／日曜日：10時〜 16時（電話相談のみ）／県
消費生活センター（県庁内）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225

水曜日／ 13時 〜 16時／春日市社会福祉センター 4階
人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111

第1火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時／福岡法務局筑紫支局
◆子どもの権利110番　☎（752）1331

毎週土曜日／ 12時30分 〜 15時30分／天神弁護士センター
犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830

月〜金曜日／ 9時 〜 17時45分／福岡県警察
女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・セクハラの相談　☎（513）7335

月〜金曜日／ 10時 〜 17時／ちくし女性ホットライン
◆女性総合相談　☎（584）1266

火〜日曜日、第4月曜日／受付9時30分 〜 16時（金曜日は18時 〜 20時30
分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343

24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障害者のための）　 （721）4343

月〜金曜日：9時 〜 18時／土曜日：9時〜 13時／福岡いのちの電話
◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783

月〜金曜日／ 9時〜 24時
交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403

月〜金曜日／ 9時 〜 17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270

月〜金曜日／ 13時 〜 16時／交通事故被害者サポートセンター
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　☎（584）3344　

月曜日を除く毎日／ 9時 〜 16時／福岡県社会福祉協議会（クローバープラ
ザ内）／法律相談（水曜日の13時 〜 16時）は要予約

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（589）6227 （589）6228
▷南地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（595）8188 （595）6069
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所

月〜金曜日：9時 〜 17時／水曜日：9時〜 20時（夜間相談）／福岡西総合庁
舎5階／労働相談：☎（735）6149 ／子育て就職支援：☎（725）4034

子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015 （584）7739

月〜土曜日／9時30分 〜 18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）
児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日／ 8時30分〜 17時15分／電話相談は毎日24時間受付
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111 （584）1142

第4火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830

月〜土曜日／ 10時 〜 17時／岩田屋本店新館6階お客様サロン



　春からの季節は、お気に入りの季節。家々
のガーデニングの草花が咲き、木々の新緑
も一斉に目立ち始める。花の一つ一つに生
命の息吹を感じ、勇気をもらえます。
　さて、５月ともなると入学・就職・引っ越しな
どで新生活をスタートさせた人も、新しい環
境に慣れてくるころではないでしょうか。
　そういう私も、４月の異動で市報などを編
集する情報公開広報担当にやってきたばか
り。男女共同参画の部署で、フェスタや地区
自治会での演劇「一寸ちゃんがゆく」の運営
や広報活動に携わってきました。
　今までの経験を生かし、市からのお知らせ
やさまざまな情報、市民の皆さんの地域での
いろいろな活動を分かりやすく、部署のみん
なと協力し、身近で充実した広報を目指して
いきたいと考えています。
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問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380

四
季
の
み
ち

　平成21年度の第2次募集で選定されたお宝文
化百選の一つで、平成13年に住民参加による計
画でできた遊歩道です。
　四季を彩るさまざまな樹木が植えられており、
奥にある水城の広場には、休憩施設や子どもが
遊べるようなジャブジャブ水路があります。

大土居

松ヶ丘入口

白水大池公園


